
避難場所までの
安全な道を確か
めてみよう

非常時に持ち出
すものを考えて
用意してみよう

小学生 中・高学年用

地震や津波、大雨などの「災害」は私たちの大切なものや、ときには命までうばっていくことがあります。
「防災」とは、いつかやってくる「災害」にそなえて、ふだんからどのように行動したらよいか考え、準備することです。
災害は、いつおきるか分かりません。新潟県でも大きな地震や洪水が発生したばかりです。
いざというときに、落ちついて行動し、自分の身は自分で守れるように、「防災」について考えてみましょう。

災害から
自分を守るために

～「防災」を考えよう～

災害がおきるとどうなる！？
家がこわれて
住めなくなるかも!?

みんなの集合場
所や連絡方法を
決めておこう

家のまわりや部屋の
中に危ない場所はな
いか調べてみよう

部屋の中の色々な
ものが倒れてくるか
もしれないね

線路や道路がこわ
れて通れなくなるか
も!?

危ないときや、家が
こわれたら避難しな
いといけないね

川から水があふれ
て町が水びたしに
なってしまうかも!?

山やがけがくずれ
てくることもあるん
だね

〒950-8570 新潟市中央区新光町 4-1
新潟県防災局防災企画課　TEL：025-282-1606　E-mail：ngt130010@pref.niigata.lg.jp
新潟県教育庁保健体育課　TEL：025-280-5622　E-mail：ngt500070@pref.niigata.lg.jp

ホームページ：新潟県防災ポータル  http://www.bousai.pref.niigata.jp/　※災害に関する様々な情報を提供しています
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我が家の防災メモ

☆覚えておこう    いざというときの連絡先や避難場所
災害が起きたとき、家族と一緒にいるとは限りません。いざというときのために、家族の連絡先や避難場所を確認してお
きましょう。 （このページをコピーして点線を切り抜くと防災メモとして使えます）

あわてず安全なところに避難しよう！
避難の呼びかけがあったり、危険が近づいているときは安全な場所に避難する
ことが必要です。

家族防災会議を開こう
家族みんなで、防災について、いろいろなこ
とを話しあってみましょう。

避難するときは
ここに注意！！
●できるだけ家族や近所
の大人の人と避難する

●一人で避難するときは、
家族にメモをのこす

●せまい道、川やがけのそ
ばなど危ない場所は通
らない

●ふだんから避難場所ま
での安全な道を確かめ
ておく

●非常時の持ち出し品を忘れずに持っていく
●ヘルメットや防災ずきんなどで頭を守る
●火の始末をして、戸じまりをしっかりする

●洪水のときは、そっこうやマンホー
ルにはまらないように長い棒などで
確認しながら歩く

●水の深さがひざより上まであるとき
は、無理に避難せず２階など高いと
ころで助けを待つ

（写真提供：小千谷市）



地震発生！！そのときあなたは？ 気をつけよう、はげしい雨や風！！
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地震はいつ、どこで発生するか分からないので、いろいろな場面でどう行動すればいいのか、
ふだんから考えておきましょう。
どんなときでも、「落ちついて」「頭を守りながら」「危険なところからはなれる」ことが大切です。

災害は地震だけではありません。
大雨や台風もさまざまな被害をも
たらすことがあります。これを風水
害（ふうすいがい）といい、代表的
なものが「洪水（こうずい）」と「土
砂災害（どしゃさいがい）」です。

家にいるときは

●家具からはなれてテーブ
ルや机の下にかくれる

●ゆれが大きく動けない
ときは頭をかかえて小
さくかがむ

学校にいるときは

●教室にいたら机の下に
もぐる

●机の足をしっかりに
ぎって体を小さくする

登下校中や外にいるときは

●ブロックべいや自動販
売機、電柱など危険な
ものからはなれる

●カバンなどの持ちもの
で頭を守る

大雨や台風が近づいてきたら

●乗り物に乗っていたら
手すりなどにしっかり
つかまる

●運転手のいうことを聞
いてしたがう

●デパートやスーパーにい
たら、お店の人のいうこ
とを聞いて、落ち着いて
行動する

●海の近くでは大きな波がおそってくることがある（津
波といいます）

●ゆれを感じたらすぐにその場からはなれてできるだ
け高いところに逃げる

●廊下や階段にい
たら近くの教室
に入って机の下
にもぐるか、ロッ
カーや窓ガラス
からはなれて小
さくかがむ

●体育館やグラウンド
にいたら落ちてくる
ものに注意しながら
真ん中に集まり小さ
くかがむ

●ねているときは
ベッドやふとんの
下にかくれてまく
らで頭を守る

●倒れやすい物の
近くでねない

●屋根がわらやガラ
スなどが落ちてくる
ことがあるので、あ
わてて外にとび出
さない

●ゆれがおさまってから火やガス
の始末をする

●ゆれている最中は危ないので
無理に消そうとしない

お か

し も

●避難するときは先生のいうことをよく聞いてしたがう
●避難の約束は「おかしも」（おさない・かけない・しゃべら
ない・もどらない）

●土砂災害・・・山やがけがくずれて土や石がすごい勢いでお
そってきます

●洪水…大雨の影響で川から水があふれて町や建物に被害を
与えます

（写真提供：三条市）

地震とちがって、あるていど予測することができるので、
事前に備えをしておきましょう。

●むやみに外にでかけない、
危ない場所に近よらない

●テレビやラジオの情報
に注意する

●非常時の持ち出し品を
用意しておく

●早めに避難の準備をする


